
6　月

7　月

●テーマ　問いません　●ジャンル　制限なし

●応募資格　町内外の居住および年齢、性別な

　どは問いませんので、多数のご応募をお待ち

　しています。

●応募規定　　グランプリ部門　　　　4切　

　　　　　　　一般部門　　　　　　　6切

　　　　　　　デジタルカメラ部門　　6切

・応募作品は、上記3部門のうち、1人いずれか

　1部門3点までとします。

・作品の裏に応募用紙を添付してください。

●申込方法　アザレアホール内、須恵町文化協 

　会事務局およびアザレアホール窓口に、募集 

　要項を準備していますので、ご覧ください。

●募集期間　7月15日～8月31日まで

　(郵送の場合は、当日の消印まで有効です)

●問合せ先　須恵町文化協会　写真コンテスト係

　〒 811-2114　須恵町大字上須恵1180-1

　　　　　　　  アザレアホール内

 934-0030

　須恵町文化協会では、次の要領により「須

恵町文化協会写真コンテスト」を行います。

みなさんの自慢のショットを、応募してく

ださい。

●日　時　７月３日（日）
　　　　　９：３０～開場　１０：００～開演

●会　場　アザレアホール須恵
●入場料　無料

お誘いあわせの上、多数のご来場をおまちしています。

　平成１７年度生涯学習講座“まなビッ

ク”受講生の追加募集を行います。

募集講座は次のとおりです。

●すえまちの歴史を探検しよう

　対象：小学４年生～大人（全５回）

●朝ごはんを作ってみよう

　対象：小学１年生～６年生

●手作り教室　作ってみよう

　対象：一般男女

●問合せ先　アザレアホール須恵

　 ９３４－００３０

雨 あ が り ●椎 け い 子
●吉 松 幸 子
●宮 本 共 子

●村 山 喜 代 子
●吉 松 喜 美 子
●小 川 マ ユ ミ

66
2 0 0 5

No.455

SUE TOWN COMMUNICATION SPACESUE TOWN COMMUNICATION SPACE

１２日（日）池辺ピアノ教室発表会

１９日（日）17回忌　美空ひばりさんを偲ん 

　で（安武歌謡教室発表会）

　　　　　　9：00～開場　9：３０～開演

　　　　　　入場料1,000円（指定）

　　　　　　問合せ先　安武須賀子

　　　　　　 641-2205

２２日（水）高齢者学級

２６日（日）With youダンスユニット発表会

　３日（日）文化協会邦・弦楽部発表会

１０日（日）ミュージック華カラオケ大会

３１日（日）近藤ピアノ･エレクトーン教室

　　　　　　発表会

須恵町文化協会
邦楽部・弦楽部発表会

まなビック
追加募集します！

この広報誌は、森林保護のため再生紙を 
使用しています。

7766

須恵町文化協会
写真コンテスト作品募集

24



町
有
地
を
売
却
し
ま
す

町
有
地
を
売
却
し
ま
す

町
有
地
を
売
却
し
ま
す

町
有
地
を
売
却
し
ま
す

町
有
地
を
売
却
し
ま
す

須
恵
町
で
は
、
次
の
要
領
で
町
有
地
を
売
却
し
ま
す
。

②
施
設

・
上
水
道
　
町
営
上
水
道
引
込
済

・
電
気
　
既
存
九
州
電
力
電
柱
か
ら

　
の
引
込

・
ガ
ス
　
個
別
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

・
下
水
道
　
公
共
下
水
道
施
設
な
し

　
（
合
併
浄
化
槽
設
置
の
義
務
付
け

　
が
あ
り
ま
す
。
）

③
土
地
利
用
規
制

・
都
市
計
画
区
域
内
　
未
線
引
都
市 

　
計
画
区
域

・
用
途
地
域
　
第
二
種
低
層
住
居
専

　
用
地
域

・
制
限
の
概
要
　
建
ペ
イ
率
40
％
、

　
容
積
率
60
％

・
壁
面
後
退
１
・
０
ｍ
　
最
低
敷
地

　
面
積
２
０
０
㎡
　
高
さ
制
限
10
ｍ

　
（
詳
し
く
は
役
場
企
画
課
へ
お
た

　
ず
ね
く
だ
さ
い
。
）

・
前
面
道
路
　
町
道
　
須
恵
〜
井
尻  

　
線
、
大
島
原
〜
高
宮
線

④
対
象
公
共
施
設

・
保
育
所
　
町
立
第
一
、
第
二
、
か

　
や
の
保
育
所
お
よ
び
私
立
め
ぐ
み

　
保
育
園
の
う
ち
、
面
接
に
よ
り
決

　
定
し
ま
す
。

・
幼
稚
園
　
町
立
東
、
西
、
南
幼
稚 

　
園
の
う
ち
、
面
接
に
よ
り
決
定
し

　
ま
す
。

・
小
学
校
　
町
立
須
恵
第
一
小
学
校

・
中
学
校
　
町
立
須
恵
中
学
校

・
行
政
区
　
上
須
恵
区
（
高
宮
組
合
）

▼
申
込
み
資
格

　
　
自
己
の
住
宅
を
建
築
す
る
た
め 

　
に
、
土
地
を
必
要
と
す
る
個
人
を

　
対
象
と
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法

①
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を 

　
記
載
し
、
区
画
番
号
を
指
定
し
て

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
申
込
者
は
、
一
世
帯
に
一
人
で
一

　
区
画
と
し
ま
す
。

③
申
込
み
に
は
、
本
人
又
は
代
理
人

　
（
ご
家
族
）
の
方
が
お
越
し
く
だ

　
さ
い
（
電
話
や
郵
送
な
ど
、
前
記

　
以
外
の
方
法
に
よ
る
も
の
は
受
け

　
付
け
ま
せ
ん
）
。

▼
申
込
み
に
必
要
な
書
類

①
宅
地
購
入
申
込
書
　
１
通

②
住
民
票
（
世
帯
全
部
）
　
１
通
（
続

　
柄
記
載
の
も
の
が
必
要
で
す
。
）

③
平
成
16
年
分
所
得
を
証
明
で
き
る

　
書
類
　
１
通
（
所
得
証
明
書
又
は

　
給
与
支
払
報
告
書
）

▼
申
込
受
付

①
申
込
書
配
布
　
６ 

月
10
日
（
金
）

　
〜
７
月
４
日
（
月
）
（
土
曜
日
、

　
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。
）

②
受
付
期
間
　
６
月
20
日
（
月
）
〜

　
７
月
６
日
（
水
）
（
土
曜
日
、
日

　
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。
）

③
受
付
時
間
　
９
時
〜
17
時

④
受
付
場
所
　
役
場
財
政
課

▼
購
入
予
定
者
の
選
定
方
法

①
同
一
区
画
に
希
望
者
が
複
数
の
場 

　
合
は
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

②
希
望
者
が
一
人
の
と
き
は
、
選
考

　
に
よ
り
ま
す
。

▼
抽
選
会

　
　
抽
選
会
は
、
本
人
又
は
代
理
人 

　
（
ご
家
族
）
の
方
が
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。
抽
選
会
の
日
時
に
、
遅
刻

　
又
は
欠
席
な
ど
に
よ
り
参
加
さ
れ

　
な
い
場
合
は
失
格
と
し
ま
す
。

・
日
時
　
７
月
10
日
（
日
）

　
10
時
〜

・
場
所
　
須
恵
町
役
場
保
健
セ
ン
タ
ー

　
２
階
会
議
室

▼
土
地
代
金
の
納
入
期
限

①
申
込
金
と
し
て
、
土
地
代
金
の
一

　
部
50
万
円
を
、
契
約
締
結
の
日
ま

　
で
に
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
土
地
代
残
金
は
、
契
約
締
結
日
か

　
ら
約
２
か
月
の
間
に
協
議
の
上
、

　
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
宅
地
の
引
渡
し
お
よ
び
登
記

①
宅
地
の
引
渡
し
は
、
土
地
代
金
を 

　
完
納
さ
れ
た
日
以
後
に
、
町
が
指

　
定
す
る
日
に
行
い
ま
す
。

②
所
有
権
移
転
登
記
は
、
土
地
引
渡

　
し
後
、
速
や
か
に
町
が
行
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
登
記
に
伴
う
諸
費
用
は

　
購
入
者
の
負
担
で
す
。

▼
禁
止
事
項

　
　
宅
地
の
引
渡
し
後
、
次
の
い
ず

　
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
何
ら

　
催
告
を
し
な
い
で
契
約
を
解
除
し
、

　
売
買
し
た
額
に
て
宅
地
を
買
い
戻

　
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
資
格
を
偽
る
な
ど
不
正
な
行
為
に

　
よ
り
売
買
契
約
を
締
結
し
た
と
き
。

②
売
買
契
約
の
関
係
事
項
に
違
反
し

　
た
と
き
。

▼
諸
費
用
に
つ
い
て

　
　
土
地
代
金
の
ほ
か
に
、
次
の
費 

　
用
が
必
要
で
す
。

①
売
買
契
約
書
印
紙
代
　
１
万
５
０

　
０
０
円

②
所
有
権
移
転
登
記
に
係
る
登
録
免

　
許
税
　
約
９
万
円

③
住
宅
を
建
築
す
る
と
き
に
給
水
申

　
込
加
入
金
　
13
万
６
５
０
０
円
（
φ

　
13
㎜
の
場
合
）

④
不
動
産
取
得
税

▼
地
元
農
区
へ
の
負
担
に
つ
い
て

　
地
元
上
須
恵
農
区
に
対
し
て
次
の

　
費
用
が
必
要
で
す
。

①
水
利
協
力
金
　
３
万
円

▼
問
合
せ
先

　
役
場
財
政
課

　

９
３
２
・
１
１
５
１

　分譲宅地概要
①分譲区画　住宅用宅地　３区画

区画番号

856-1

856-5

856-6

宅地

宅地

宅地

248.57

248.58

248.58

12,056,000

12,056,000

12,056,000

須恵町大字上須恵字天神ノ木

須恵町大字上須恵字天神ノ木

須恵町大字上須恵字天神ノ木

所　　在 番　地 地　目 面積（m）処分予定額（円）
2

3 2



　
祭
り
S
U
E
本
部
席
に「
福

岡
県
西
方
沖
地
震
災
害
義
援

金
箱
」を
設
置
し
、義
援
金
の

募
集
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
結
果
、１
万
４
７
４
５
円
の

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、こ
の
義
援
金
は
、社

会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
、被

災
地
に
届
け
ら
れ
ま
す
。ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
マ
ジ
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー

▼

　
精
華
女
子
高
等
学
校

         

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

▼ 　
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

▼

　
須
恵
町
交
通
指
導
員
は
、
町
や
警

察
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
町
民
み

な
さ
ん
た
ち
の
交
通
事
故
防
止
な
ど
、

交
通
安
全
対
策
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
交
通
指
導
員
の
活
動
の
主
な
内
容

は
、
町
内
の
交
通
問
題
に
つ
い
て
年

数
回
の
交
通
指
導
員
会
を
開
い
て
、

情
報
交
換
を
重
ね
る
な
ど
し
て
活
動

す
る
ほ
か
、
県
下
警
察
署
管
内
に
設

置
の
交
通
安
全
協
会
と
連
携
し
て
、

春
や
夏
、
ま
た
、
年
末
年
始
な
ど
の

交
通
安
全
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
行

事
な
ど
を
行
い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
２
年
間
に
わ
た
っ
て
、
お
世

話
に
な
る
町
内
各
区
の
交
通
指
導
員

さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
平
成
17
年
度
交
通
指
導
員

　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

合
屋
　
勝
秀

田
原
五
十
一

宮
内
　
豊
明

猿
渡
　
清
美

上
野
　
　
悟

中
村
満
洲
男

大
藪
　
勝
国

迫
田
　
富
雄

辻
　
　
賢
一

牛
房
　
　
勝

松
尾
　
正
樹

合
屋
　
孝
教

池
田
　
新
市

渡
辺
　
和
俊

諸
熊
　
輝
男

坂
口
　
伸
一

柿
永
　
友
紀

木
原
　
徳
美

笠
原
　
芳
久

金
子
　
理
行

浅
野
　
　
剛

馬
場
　
光
延

増
田
�
高
弘

佐

谷

区

上
須
恵
区

大
島
原
区

川
子
一
区

川
子
二
区

須

恵

区

藤

浦

区

長

礼

区

一
番
田
区

城

山

区

甲
植
木
区

乙
植
木
区

新

原

区

旅

石

区

山
の
神
区

西

原

区

旭
ケ
丘
区

恵

西

区

昭

穂

区

南
米
里
区

▼
退
任
さ
れ
た
指
導
員
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　(

順
不
同･

敬
称
略)

須

恵

区

藤

浦

区

城

山

区

　
須
恵
町
で
は
、情
報
公
開
制
度
を

制
定
し
て
い
ま
す
。こ
の
、平
成
16
年

度
中
の
運
用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

区
長
会
会
長
に

　
小
山
田
英
生
氏（
城
山
区
）を
再
任

　
平
成
17
年
度
第
１
回
区
長
会
が
、

４
月
27
日
（
水
）
に
役
場
会
議
室
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
役
員
選

出
な
ど
が
行
わ
れ
、
区
長
会
会
長
に

小
山
田
英
生
氏
（
城
山
区
）
が
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
副
会
長
に
は
荒
木
敏

光
氏
（
上
須
恵
区
）
、
会
計
に
は
池

田
保
氏
（
西
原
区
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選

任
さ
れ
、
17
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
町
内
全
20

行
政
区
の
う
ち
５
行
政
区
で
区
長
が

交
代
さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
成
17
年
度
区
長

　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

国
嵜
　
　
猛

荒
木
　
敏
光

時
安
　
智
昭

久
原
　
　
守

中
川
　
俊
洋

井
上
　
勝
海

今
泉
　
昭
雄

立
花
　
政
人

因
　
　
正
道

依
藤
　
五
市

小
山
田
英
生

今
泉
　
元
行

合
屋
　
幸
夫

原
田
　
善
孝

印
藤
　
弘
次

遠
山
　
　
茂

池
田
　
　
保

中
野
　
　
馨

相
戸
　
信
孝

村
瀬
　
英
夫

金
子
　
理
行

添
田
　
邦
義

川
口
　
住
夫

稲
永
　
義
忠

亀
山
　
淳
一

佐

谷

区

上
須
恵
区

南
米
里
区

大
島
原
区

川
子
一
区

川
子
二
区

須

恵

区

藤

浦

区

長

礼

区

一
番
田
区

城

山

区

甲
植
木
区

乙
植
木
区

新

原

区

旅

石

区

山
の
神
区

西

原

区

旭
ケ
丘
区

恵

西

区

昭

穂

区

南
米
里
区

須

恵

区

藤

浦

区

乙
植
木
区

旅

石

区

▼
退
任
さ
れ
た
区
長
さ
ん

　
　
　
　
　(

順
不
同･

敬
称
略)

　

　

実施機関

町
　
長

決 定 内 訳

公開 一部公開 非公開 不存在 取下げ
請求
件数

住民課

福祉課

税務課

出納課

産業振興課

建設課

保健環境課

総務課

財政課

企画課

1

1

2

2

5

1

1

13

1

1

1

1

1

5

1

2

4

1

8

教育委員会

選挙管理委員会

監 査 委 員

農業委員会

固定資産評価審査委員会

水道事業管理者

議 会

　合　計　

　

　
こ
の
祭
Ｓ
Ｕ
Ｅ
は
、実
行
委
員

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、会
場
内
外

で
、多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

に
支
え
て
い
た
だ
い
た
祭
り
で
し

た
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

　
平
成
17
年
５
月
15
日
（
日
）

須
恵
町
運
動
公
園
「
若
杉
の
森
」

で
第
１
回
祭
Ｓ
Ｕ
Ｅ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
晴
天
の
下
、
緑
ま
ぶ
し
い
広

大
な
芝
生
の
上
に
、
町
内
外
か

ら
約
４
０
０
０
人
の
み
な
さ
ん

が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
精
華
女
子

高
等
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

を
は
じ
め
、
素
晴
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
飲
食
バ
ザ
ー
、
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー

ル
に
は
、
自
慢
の
料
理
と
自

慢
の
逸
品
が
出
店
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
芝
生
広
場
、
野
球

場
で
は
、
会
場
名
を
「
わ
く

わ
く
広
場
」
と
し
、
ふ
わ
ふ
わ
、

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
、
竹
細
工
等
、
遊

具
を
設
置
、
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
た
ち
で
賑
わ
い
、
会
場

が
楽
し
そ
う
な
声
で
響
き
渡

り
ま
し
た
。
　

45

交
通
指
導
員
さ
ん
が
決
定

交
通
指
導
員
さ
ん
が
決
定

交
通
指
導
員
さ
ん
が
決
定

情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況
を
公
表
し
ま
す



　
二
回
、
絵
葉
書
の
紹
介
を
は
さ
み

ま
し
た
。
再
び
、
『
村
役
人
心
得
』

を
続
け
ま
す
。

【
五
月
】

　『
村
役
人
心
得
』
で
五
月
の
項
に

挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
次
の
五
つ
で

す
。

　
　
妊
婦
の
調
査

　
　
地
頭
納
め

　
　
春
普
請
の
決
算

　
　
田
植

　
　
用
水
の
分
配

　
こ
の
内
、「
地
頭
納
め
」
に
つ
い

て
は
す
で
に
触
れ
ま
し
た
。「
妊
婦

の
調
査
」
は
二
月
が
「
夏
季
懐
婦
臨

月
帳
」
だ
っ
た
の
に
対
し
、
今
回
は

「
秋
季
」
出
産
予
定
者
の
分
で
す
。

春
普
請
の
決
算

  

春
（
一
〜
三
月
）
の
普
請
は
す
で

に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
春
普
請
を
完

了
し
、
大
工
の
支
払
い
は
い
く
ら
だ
っ

た
と
い
う
よ
う
な
、
決
算
書
類
の
提

出
で
す
。
そ
の
工
事
は
「
御
免
用
春

諸
普
請
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
農

閑
期
に
行
う
、
た
め
池
な
ど
の
工
事

で
す
。

田
植
、
用
水
の
分
配

  

旧
暦
の
五
月
は
ほ
ぼ
現
在
の
六
月
。

梅
雨
に
入
り
、
田
植
え
の
季
節
で
も

あ
り
ま
す
。
田
植
え
（
田
方
根
付
け
）

が
済
ん
だ
こ
と
を
庄
屋
は
大
庄
屋
へ

報
告
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
旱
魃
の
年
に
は
田
方
分
水
（
用
水

の
分
配
）
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
川

や
た
め
池
の
水
は
、
上
流
か
ら
順
次

水
を
田
へ
引
き
込
ん
で
い
き
ま
す
が
、

上
流
か
ら
下
流
ま
で
の
村
々
の
間
に

契
約
が
成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。

　
何
月
何
日
の
何
時
か
ら
何
時
ま
で

は
ど
の
村
が
水
を
取
る
。
そ
れ
が
終

わ
る
と
、
次
の
村
が
…
…
と
い
う
具

合
で
す
。
農
民
達
が
自
分
の
都
合
で

判
断
す
る
と
（
文
字
通
り
《
我
田
引

水
》
で
す
ね
）、
何
ヶ
村
も
が
対
立

す
る
大
騒
動
に
な
り
ま
す
。
庄
屋
は

村
と
村
と
の
約
束
事
を
守
る
と
同
時

に
、
村
内
の
農
民
の
間
に
不
公
平
が

生
じ
な
い
よ
う
、
用
水
の
分
配
を
管

理
し
て
い
ま
し
た
。

【
六
月
】

博
多
祇
園
会

　
六
月
は
博
多
祇
園
山
笠
の
月
。
現

在
七
月
に
行
っ
て
い
る
の
は
、
旧
暦

か
ら
新
暦
に
切
り
替
え
た
時
に
、
月

遅
れ
の
行
事
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

本
来
は
六
月
十
五
日
が
追
い
山
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
毎
度
の
こ
と
で
す
が
、
博
多
の
祇

園
祭
に
見
物
に
出
る
時
は
、
禁
止
さ

れ
た
品
を
用
い
な
い
よ
う
、
改
め
て

庄
屋
は
村
人
に
徹
底
し
て
お
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
違
反
し
た
ら
ど
う
な

る
か
。
庄
屋
は
村
人
へ
の
管
理
責
任

を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

根
浚
い
・
水
当
て

  

田
植
え
を
し
た
後
の
管
理
が
ま
た

大
変
で
す
。
草
を
抜
い
た
り
、
水
の

量
を
加
減
し
た
り
…
…
。
絶
え
ず
田

の
見
回
り
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

蝗
害
の
防
止

  

蝗
が
発
生
し
そ
う
だ
と
見
え
た
ら
、

手
遅
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
庄
屋
が

指
示
し
て
早
め
に
鯨
油
を
注
ぎ
ま
す
。

虫
を
殺
す
た
め
に
編
み
出
さ
れ
た
方

法
で
す
。
鯨
油
の
手
配
が
間
に
合
わ

な
い
場
合
は
、
す
ぐ
に
藩
に
届
け
出

る
よ
う
、
細
心
の
注
意
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）

か
ら
十
八
年
に
か
け
て
の
享
保
の
大

飢
饉
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

ウ
ン
カ
が
大
発
生
し
、
稲
の
茎
を
食

い
荒
ら
し
て
い
き
ま
し
た
。
虫
が
水

に
浮
い
て
流
れ
て
い
く
時
、
川
の
水

の
色
が
変
色
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
秋
に
な
っ
て
食
べ
る
も
の
が
な

く
、
福
岡
藩
で
は
三
〇
万
人
の
人
口

の
内
、
一
〇
万
人
が
餓
死
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
を
供

養
し
た
の
が
飢
人
地
蔵
で
、
中
洲
や

石
堂
川
べ
り
な
ど
に
今
も
祭
ら
れ
て

い
ま
す
。
西
日
本
各
地
で
の
餓
死
者

は
九
六
万
人
以
上
と
、
幕
府
の
記
録

に
は
書
か
れ
て
い
ま
す
。

郡
夫

 
郡
夫
は
村
単
位
で
行
う
公
共
の
土

木
事
業
よ
り
も
大
規
模
な
も
の
で
、

郡
全
体
か
ら
人
夫
を
動
員
す
る
こ
と

を
言
い
ま
す
。
今
年
の
冬
か
ら
来
年

の
春
に
か
け
て
、
農
閑
期
に
工
事
を

行
う
場
合
の
郡
夫
の
見
積
も
り
を
報

告
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

　
多
田
羅
村
（
現
福
岡
市
東
区
多
々

良
ほ
か
）
の
六
ツ
田
の
例
を
上
げ
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
時
は
、
多
々
良
川
南
岸
の
干

潟
を
開
発
し
て
田
地
が
生
み
出
さ
れ

ま
し
た
。
指
導
し
た
の
は
王
丸
彦
四

郎
で
す
。
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）

の
こ
と
で
、
長
さ
七
千
九
八
六
間
の

土
手
を
築
い
て
、
三
五
町
九
反
四
畝

二
〇
歩
の
新
田
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
工
事
で
は
、
土
手
が
崩
れ
な

い
よ
う
、
工
事
を
一
気
に
進
め
る
必

要
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
王
丸
彦
四
郎

は
藩
の
許
可
を
得
て
、
表
粕
屋
・
裏

粕
屋
・
那
珂
・
席
田
の
四
郡
か
ら
七

万
人
を
動
員
し
、
五
日
間
で
工
事
を

無
事
終
了
に
導
い
た
と
い
う
こ
と
で

す
（
糟
屋
郡
志
）。

  

こ
の
よ
う
に
、
建
設
業
の
専
門
業

者
が
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
す

べ
て
の
公
共
事
業
は
村
々
か
ら
人
夫

と
し
て
村
人
を
動
員
す
る
こ
と
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

イ
ナ
ゴ

げ
い
ゆ

う
え
に
ん

じ
ぞ
う

濱本さんの作品

１９４８年

１９８２･８４･８６年

１９８４年

１９８３年～

１９８８年～９２年

１９９５年～

１９９７年

長崎県愛野町生まれ

北九州絵画ビエンナーレ展

現代日本絵画展　

モダンアート協会展　

日韓現代絵画展

「平面の自在」展

「思考する空間」展

略　歴

　７月の久我記念美術館は、９日から24日まで濱本重和さん
の展覧会を開催します。
　濱本さんは長崎県諌早市在住で、半立体と呼ばれるジャン
ルの作品を制作されています。半立体作品は、壁面に掛け、
見る側と作品とが相対するという点では絵画的であり、凹凸
があったり、かさばったりする点では彫刻的な性格を持って
います。
　濱本さんのメッセージを紹介します。

―――　作品は、その人の日常の中から、その人の五感

を通して色、形となって立ち現れたものであり、言い換

えれば、表現されたものは、その人そのものです。

　私はここ数年、平面に飽き足らずして、いったん面を

切断し、さらに再構築した半立体形状の作品を制作して

います。形を切断することで、それがより自由になり、

さらにそれを再構築することによって、作品自体に空間

性を持たせることができたように思います。　―――

濱本 重和

濱本 重和 展

北田　明子　展
６月11日(土)～26日(日)(月曜休館・入場無料)

６ 月 の 企 画 展

アンデルセン生誕200年におくる

『おはなしの夕べ』
……富原美智子さんをおむかえして……

と　き　７月23日(土) 18:30～（無料）
ところ　久我記念美術館

須恵おはなし会

( )
7月企画展 ９日(土)～24日(日)
月曜休館・祝日の場合は翌日休館・入場無料

99
町文化財専門委員　石瀧　豊美

江戸時代へようこそ（10）

＝ 村の一年（続き） ＝
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福
岡
県
有
機
農
業
研
究
会
25
周

年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
だ
れ
の

た
め
の
、
な
ん
の
た
め
の
有
機
農

業
か
」
〜
粕
屋
か
ら
世
界
へ
〜
（
福

岡
県
有
機
農
業
研
究
会
・
須
恵
町

主
催
）
が
、
５
月
15
日
（
日
）
に

ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
近
年
、
農
地
や
農
家

の
減
少
と
Ｂ
Ｓ
Ｅ
や
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
問
題
な
ど
、「
農
」
を
取
り

巻
く
環
境
は
決
し
て
楽
観
で
き
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
、
生
産
者
と
消
費
者
の
信
頼

関
係
を
、
も
う
一
度
結
び
な
お
そ

う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
同
研
究
会
は
、
昭
和
55
年
２
月

８
日
に
本
町
で
発
足
し
ま
し
た
。

当
時
、
公
害
な
ど
の
環
境
汚
染
に

よ
る
健
康
被
害
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
農
薬
や
化
学

肥
料
の
近
代
農
法
全
盛
の
時
代
で
、

昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
有
機

農
法
が
軽
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
「
有
機
農
業
」
を
見

な
お
そ
う
と
、
県
内
の
農
家
な
ど

有
志
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

本
町
で
は
全
国
で
唯
一
「
健
康
課
」

を
設
置
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

同
研
究
会
の
事
務
局
が
同
課
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
同
研

究
会
は
こ
れ
ま
で
に
減
農
薬
運
動

や
合
鴨
農
法
な
ど
、
全
国
は
お
ろ

か
世
界
ま
で
も
大
き
な
影
響
力
を

与
え
る
、
技
術
や
運
動
な
ど
の
活

動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
基
調
報
告

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
に
行
わ
れ

た
基
調
報
告
で
は
、
同
研
究
会
の

３
人
の
会
員
が
「
私
が
目
指
し
て

い
る
農
業
と
は
」
と
題
し
て
、
百

姓
か
ら
見
た
農
業
の
現
状
報
告
を

行
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
西
日
本
新
聞
社

の
佐
藤
弘
氏
を
迎
え
、
前
町
長
の

吉
松
昭
幸
氏
ほ
か
４
人
の
パ
ネ
リ

ス
ト
に
よ
る
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
「
だ
れ
の
た
め
の
、
な
ん

の
た
め
の
有
機
農
業
か
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
場
は
満
席
と
な
り
、

参
加
者
全
員
で
同
研
究
会
の
25
周

年
を
祝
い
ま
し
た
。

　
ネ
ム
ノ
キ
。
こ
の
ネ
ム
ノ
キ
は
２

度
目
の
紹
介
で
す
の
で
、
他
の
木
も

あ
わ
せ
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
ネ
ム
は
、
改
め
て
考
え
て
み
ま
す

と
非
常
に
変
わ
っ
た
花
で
す
。
牡
丹

刷
毛
の
よ
う
に
見
え
る
の
は
お
し
べ

の
花
糸
で
、
花
弁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

名
前
の
穏
や
か
さ
に
ぴ
っ
た
り
の
花

で
す
。
黒
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
な
ど
が
蜜

を
吸
い
に
来
ま
す
。
町
内
で
も
自
生

し
て
い
る
の
を
、
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
筆
者
が
小
学
生
の
頃
、

福
岡
市
動
物
園
の
入
り
口

横
か
ら
浄
水
場
に
登
る
、

長
い
階
段
の
上
に
向
か
っ

て
左
手
の
斜
面
地
に
大
き

な
ネ
ム
ノ
キ
が
あ
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
、
こ
の
木
と
の
最
初

の
出
会
い
で
し
た
。
マ
メ

科
の
植
物
で
、
オ
ジ
ギ
ソ

ウ
を
大
き
く
し
た
よ
う
な
も
の
で
す
。

オ
ジ
ギ
ソ
ウ
の
よ
う
に
お
辞
儀
は
し

ま
せ
ん
が
、
夕
方
に
な
る
と
葉
を
閉

じ
る
の
で
眠
り
を
連
想
さ
せ
ま
す
。

花
は
、
樹
形
の
外
周
の
枝
の
先
端
に

複
数
付
け
、
ボ
ー
ッ
と
し
た
ピ
ン
ク

の
花
が
浮
か
ぶ
よ
う
に
咲
い
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
な
ん
と
穏
や
か
で

優
し
い
花
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

香
り
も
、
ぴ
っ
た
り
と
し
て
甘
い
香

り
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
前
回
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、「
象
潟

や
雨
に
西
施
が
合
歓
の
花
」
芭
蕉
の

句
以
上
の
表
現
は
あ
り
ま
せ
ん
。
秋

田
県
に
あ
る
、
象
潟
へ
は
行
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
く
っ
き
り
と

そ
の
光
景
が
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。

　
な
お
、
西
施(

せ
い
し)

と
は
三
国

時
代
の
傾
国
の
絶
世
の
美
女
。
そ
の

合
歓
の
花
に
美
女
を
重
ね
た
芭
蕉
の

想
像
力
は
、
時
代
を
超
え
て
支
持
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　(
自
然
教
育
林
事
務
局
長)

　
　
　   

◇
　
　
　
◆

　
珍
し
い
木
・
想
い
出
の
木
不
思
議

な
木
・
植
物
好
き
・
花
好
き
な
ど
木

に
ま
つ
わ
る
お
も
し
ろ
い
話
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
先
　
歴
史
民
俗
資
料
館

　

９
３
２
・
６
３
１
２

ぼ 

た 

ん

ば
　
け

古
墳
時
代
（
３
世
紀
後
半
〜
７
世
紀
）

考
古
学

考
古
学

楽楽しし
いい

７

▲須恵町の古墳分布図(一部抜粋)

�
須
恵
の
古
墳

　
古
墳
と
は
、
古
墳
時
代
に
作
ら

れ
た
盛
り
土
の
あ
る
墓
で
、
町
内

に
65
基
あ
り
ま
し
た
。
須
恵
の
古

墳
時
代
の
景
観
は
、
現
在
と
大
き

く
異
な
っ
て
い
ま
す
。
山
や
丘
陵

は
削
ら
れ
、
谷
は
埋
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
多
く
の
古
墳
が

破
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
部
の
古

墳
は
発
掘
調
査
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。

　
発
掘
調
査
を
行
な
っ
た
古
墳
は
、

ヲ
シ
ガ
浦
古
墳
（
４
）、
ヲ
シ
ガ
浦

南
古
墳
（
５
）、
才
木
古
墳
（
６
）、

ヨ
ム
ギ
古
墳
（
33
）、
乙
植
木
古
墳

群
（
７
〜
14
）
の
計
12
基
で
す
。

こ
れ
ら
の
古
墳
は
５
〜
６
世
紀
の

古
墳
で
す
。
出
土
し
た
遺
物
は
、

現
在
歴
史
民
俗
資
料
館
で
保
管
し

て
い
ま
す
。

　
町
内
に
現
存
す
る
古
墳
は
20
基

ほ
ど
で
す
。
道
林
寺
古
墳
（
41
）、

尾
黒
古
墳
群
（
22
〜
31
）
な
ど
が

現
在
残
っ
て
い
ま
す
。
乙
植
木
の

丘
陵
で
は
古
墳
と
横
穴

墓
が
町
指
定
の
「
乙
植

木
山
城
戸
史
跡
」
（
16

〜
19
）
と
し
て
保
存
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
古
墳
の
作

ら
れ
た
立
地
か
ら
考
え

る
と
、
小
高
い
丘
陵
の

上
に
集
落
を
見
下
ろ
す

よ
う
な
形
で
、
点
々
と

古
墳
が
並
ぶ
と
い
う
風

景
が
想
像
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
啓
）

町
内
小
中
学
校
で
の

　  

聴
講
生
を
募
集
し
ま
す

福
岡
県
有
機
農
業
研
究
会
が
25
周
年

福
岡
県
有
機
農
業
研
究
会
が
25
周
年

　
須
恵
町
教
育
委
員
会
で
は
、
生

涯
学
習
の
一
環
と
し
て
町
内
の
小

中
学
校
で
の
聴
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
各
学
校
で
実
施
さ
れ

て
い
る
授
業
や
行
事
な
ど
の
教
育

活
動
の
場
を
、
広
く
町
民
の
み
な

さ
ん
に
開
き
、
聴
講
生
と
児
童
生

徒
と
が
ふ
れ
あ
い
、
共
生
・
協
力
し
、

お
互
い
に
学
習
す
る
喜
び
を
味
わ

い
な
が
ら
、
地
域
に
開
か
れ
た
新

し
い
学
校
の
あ
り
方
を
求
め

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
で
す
。

　「
あ
の
時
、
英
語
を
勉
強
し

と
っ
た
ら
…
」「
音
楽
の
勉
強

を
も
う
一
度
し
て
み
た
い
」「
も
っ

と
国
語
や
社
会
科
を
勉
強
し

た
い
」
な
ど
、
小
中
学
校
で

授
業
を
行
な
っ
て
い
る
、
す

べ
て
の
科
目
が
聴
講
で
き
ま
す
。

　
応
募
資
格
は
、
町
内
に
在

住
す
る
成
人
者
で
、
こ
の
聴

講
制
度
の
趣
旨
に
基
づ
く
学

習
意
欲
の
あ
る
人
は
だ
れ
で

も
応
募
で
き
ま
す
。
応
募
願

書
は
、
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
窓

口
で
配
布
し
ま
す
（
願
書
締

切
り
は
８
月
22
日
（
月
）
で

す
）。
応
募
締
め
切
り
後
に
説

明
会
と
面
接
を
行
い
ま
す
。
定
員

以
上
の
応
募
者
が
あ
る
場
合
は
抽

選
で
選
出
し
ま
す
。
な
お
、
実
際

の
聴
講
は
、
本
年
度
の
後
期
（
10

月
12
日
）
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
で
は
聴
講
修

了
者
に
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　
役
場
社
会
教
育
課

　

９
３
４
・
０
０
３
０

▲音楽の授業風景

六

月

の

木

の

花

六

月

の

木

の

花

二
十
一
世
紀
の
森
づ
く
り
シ
リ
�
ズ　

90

二
十
一
世
紀
の
森
づ
く
り
シ
リ
�
ズ　

90

森
林
木
の
譚

森
林
木
の
譚

も
り　
　
　

の　
　
　

き　
　
　
　
　

 
 
 は

な
し

も
り　
　
　

の　
　
　

き　
　
　
　
　

 
 
 は

な
し
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福
祉
用
具
購
入
承
認
申
請
の

　
　
　
　
　
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

福
祉
用
具
購
入
承
認
申
請
の

　
　
　
　
　
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

　子育てママさん応援します。保育所の子どもたち

や保護者と一緒にふれあいながら、子育ての情報交

換などをして楽しく過ごしましょう。

　町立幼稚園では、来入園児(平13・４・２～平14・

４・１)を対象に次の日程で体験保育を行います。

　まずは、幼稚園に足を運んで雰囲気を楽しんでみ

ませんか？

　なお、当日の天候により、内容が変更になること

がありますので、各園におたずねください。

●水筒や帽子、上靴、着替えなど、必要に応じて

　ご持参ください。

●水筒や帽子、上靴、着替えなど、必要に応じて

　ご持参ください。

●対象者　保育所や幼稚園に行っていない家庭にい

るお子さんと保護者。

●申込み　前日までに各保育所に電話などで予約を

してください。

●場　所　各町立保育所（詳しくは各保育所におた

ずねください）

第一保育所　 ９３５－０５０４

　
福
祉
用
具
購
入
承
認
申
請
を
す

る
場
合
に
、
こ
れ
ま
で
は
申
請
書

の
理
由
欄
の
記
入
に
つ
い
て
特
に

指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
本
年
７
月
か
ら
申
請
書
の

理
由
欄
に
、
介
護
支
援
専
門
員
の

署
名
と
捺
印
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
福
祉
用
具
を
購
入

す
る
際
は
介
護
支
援
専
門
員
と
相

談
し
て
、
手
続
き
を
行
な
っ
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　
役
場
福
祉
課

　

９
３
２
・
１
１
５
１

ご
存
知
で
す
か  

児
童
手
当

ご
存
知
で
す
か  

児
童
手
当

国
民
年
金
情
報

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す

▼
児
童
手
当
制
度
の
目
的

　
　
児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
に
手
当
を
支

給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
に

お
け
る
生
活
の
安
定
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
次
代
の
社
会
を

担
う
児
童
の
健
全
な
育
成
お
よ

び
資
質
の
向
上
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
児
童
手
当
制
度
の
し
く
み

・
支
給
対
象

　
　
児
童
手
当
な
ど
は
、
９
歳
到

達
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
あ
る
児
童
（
小
学
校
第
３

学
年
終
了
前
の
児
童
）
を
養
育

し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
前
年
（
１
月
か
ら
５

月
ま
で
の
月
分
の
手
当
に
つ
い

て
は
前
々
年
）
の
所
得
が
一
定

額
以
上
の
場
合
に
は
、
児
童
手

当
な
ど
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
支
給
額
（
月
額
）

　
第
１
子
　
　
　
　
５
０
０
０
円

　
第
２
子
　
　
　
　
５
０
０
０
円

　
第
３
子
　
　
　
１
０
０
０
０
円

・
支
払
時
期

　
　
児
童
手
当
な
ど
は
、
原
則
と

し
て
、
毎
年
２
月
・
６
月
・
10

月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま

で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
児
童
手
当
な
ど
は
「
認
定
請
求
書
」

を
提
出
し
、
認
定
を
受
け
な
け

れ
ば
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

認
定
請
求
を
し
た
日
の
属
す
る

月
の
翌
月
分
か
ら
、
支
給
事
由

の
消
滅
し
た
日
の
属
す
る
月
分

ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
所
得
制
限
限
度
額

　
　
所
得
に
は
一
定
の
控
除
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
制
限
限

度
額
は
年
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
表
参
照
）
。

▼
問
合
せ
先

　
役
場
子
育
て
支
援
室

　

９
３
２
・
１
１
５
１

　
　
20
歳
代
の
人
は
、
本
人
（
配

偶
者
を
含
む
）
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
月
々
の
国
民
年
金
の
保
険
料

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ま
で
は
、
所
得
が
一
定
額
以
上

の
世
帯
主
（
親
な
ど
）
と
同
居

し
て
い
る
場
合
に
は
、
保
険
料

免
除
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

※
平
成
17
年
度
の
所
得
基
準

　
57
万
円
＋
（
控
除
対
象
配
偶
者

＋
扶
養
親
族
数
）
×
35
万
円

▼
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

�
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た

め
に
は
、
原
則
と
し
て
保
険
料

の
納
付
済
期
間
等
が
、
25
年
以

上
必
要
で
す
が
、
こ
の
制
度
の

承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
要
件
に
含
ま

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

将
来
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
た
め
に
、
そ
の
後
10

年
間
の
う
ち
に
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

２
年
以
上
経
過
後
は
保
険
料
に

一
定
の
加
算
が
か
か
り
ま
す
。

�
ま
た
、
仮
に
障
害
や
死
亡
と
い
っ

た
不
慮
の
事
態
が
生
じ
た
と
き
に
、

そ
の
月
の
前
々
月
以
前
の
１
年

間
に
保
険
料
の
未
納
が
あ
る
と
、

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
が
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
制
度
の
承
認

を
受
け
て
い
る
期
間
は
、
未
納

の
扱
い
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で

万
一
の
時
に
も
安
心
で
す
。

●平成17年度所得制限限度額

扶養親族などの数

０人

１人

２人

３人

４人

５人

所得制限限度額 (万円)

３０１．０

３３９．０

３７７．０

４１５．０

４５３．０

４９１．０

扶養親族などの数

０人

１人

２人

３人

４人

５人

所得制限限度額 (万円)

４６０．０

４９８．０

５３６．０

５７４．０

６１２．０

６５０．０

月　　日

６月２３日（木）

　７月２９日（金）

　８月１１日（木）

１０月　７日（金）

　１月１９日（木）

内　　容

外あそび

水あそび

水あそび

外あそび

１日入所体験

月　　日

　７月　５日（火）

　９月２１日（水）

１１月　２日（水）

１２月　８日（木）

　１月１８日（水）

内　　容

水遊び(水着・着替え・タオル)

体育遊び

作って遊ぼう(自然物を使って)

在園児とお店屋さんごっこ

観劇会

第二保育所　 ９３２－０００５

月　　日

　６月２１日（火）

　７月２７日（水）

　８月　９日（火）

１０月　５日（水）

　１月１７日（火）

内　　容

外あそび

水あそび

水あそび

外あそび

１日入所体験

かやの保育所　 ９３２－４８３６

月　　日

　６月２２日（水）

　７月２８日（木）

　８月１０日（水）

１０月　６日（木）

　１月１８日（水）

内　　容

外あそび

水あそび

水あそび

外あそび

１日入所体験

町立保育所  園庭開放日のお知らせ町立保育所  園庭開放日のお知らせ

あそびにきてね！

　　　　園庭開放
あそびにきてね！

　　　　園庭開放
いっしょに 遊ぼう！いっしょに 遊ぼう！
幼稚園は、たのしいよ幼稚園は、たのしいよ

１０：３０～１１：３０
東幼稚園　 ９３２－６３１３

９：３０～１１：３０

９：３０～１１：３０

９：３０～１１：３０

月　　日

　６月２８日（火）

　７月１２日（火）

　９月２０日（火）

１１月１５日（火）

１月２０日（金）

　２月１４日（火）

２月下旬予定  

内　　容

いっしょにあそぼう！

水遊び（水着・着替え・タオル）

運動遊び

お店屋さんごっこ

在園児と遊ぼう！

劇遊びを見に来てね！

コンサート

９：４５～１１：００
西幼稚園　 ９３５－４７５５

月　　日

　６月２２日（水）

　７月　５日（火）

　９月　２日（金）

１１月　４日（金）

１２月　６日（火）

　２月１３日（月）

内　　容

いっしょに遊ぼう！

七夕飾りつくり

水遊び・プール遊び

運動会ごっこ

ごっこ遊びに招待

年長児の劇遊びを見に来てね！

１０：００～１１：３０
南幼稚園　 ９３３－２４００

※

●厚生年金などの加入者の場合、
　特例により以下の限度額が適
　用されます。　
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町
教
育
委
員
会
が
後
援
し
て
久

我
記
念
美
術
館
で
開
い
て
い
た
「
福

永
恒
子
・
布
絵
の
世
界
展
」
は
、

先
月
15
日
に
好
評
裡
に
終
え
ま
し
た
。

　
鑑
賞
に
は
、
布
の
絵
本
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
主
婦
な
ど
、

幅
広
い
年
代
層
の
人
た
ち
が
訪
れ

ま
し
た
。
展
示
作
品
は
、
田
舎
や
人
々

の
生
活
、
美
し
い
風
景
、
月
ご
と

の
風
物
詩
を
描
い
た
も
の
な
ど
50
点
。

郷
愁
を
さ
そ
う
精
緻
な
布
絵
に
感

嘆
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　
会
期
中
の
入
館
者
は
１
４
３
２
人
。

こ
れ
だ
け
の
人
を
集
め
た
の
は
昭

和
61
年
８
月
の
開
館
以
来
の
こ
と
で
、

１
０
０
０
人
目
の
入
館
者
に
あ
た

る
高
野
良
子
さ
ん
（
新
宮
町
）
に

は
作
家
の
福
永
さ
ん
か
ら
布
絵
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

  

鑑
賞
俳
句
の
紹
介

・
春
蝉
に
囃
さ
れ
布
絵
の
森
に
入
る

・
児
ら
の
声
弾
む
布
絵
の
五
月
晴
れ

・
ふ
と
こ
ろ
に
笑
顔
皐
月
の
布
絵
展

・
唐
傘
に
雨
も
楽
し
き
布
絵
か
な

・
節
分
の
布
絵
笑
顔
の
子
鬼
た
ち

　
詠
人
　
井
上
　
石
庭
（
藤
浦
区
）

☆私たちを応援してください！
　従業員一同、一丸となってがんばっています。
ぜひ、お立ち寄りください。
☆爽快な初夏にお勧め！
　ご年配の方からお子様まで、
　幅広い層で大好評のソフトクリーム（１個
２００円）は最高です。ぜひ一度ご賞味く
ださい。
☆待望のゼリー絶賛発売中！
 就労者が共同作業して作りあげた、とっても
おいしいゼリーです。コーヒー味とオレン
ジ味を用意しています。一度は味わってい
ただきたい一押し商品です。

☆宅配「お客様ご紹介キャンペーン」実施中！
　ぜひ、宅配お届け先のお客様をご紹介くだ
さい。お一人でも多くの方に、　　　　のお
いしさとサービスをお伝えください。
●問合せ先
　福祉工房　　　　　（ボランティアセンター内）
　 ９３２－１１５５　 ９３２－６３０１

　ご家庭で、いろいろ不便なことはありませんか？
　植木の剪定や網戸の張替え、家屋の掃除など
専門業者に頼むほどでもない、そんなこまごま
した仕事は、人材センター「杖の会」におまか
せください。お電話いただくと、すぐにお見積
りにお伺いいたします。

●活動登録会員を募集しています
　　杖の会では、働く人を募集しています。健
康で働く意欲のある方、男女、年齢は問いま
せん。時間での賃金をお支払いします。お気
軽に問合せください。

●活動種目
　・庭木の剪定・草刈り・草とり・簡単な大工、
左官工事・障子の張替え、網戸の張替え・家屋
の掃除・その他軽微な作業など
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
●事務局開設日・問合せ先
　月・金曜日　　　９：３０～１６：００
　火・水・木曜日　９：３０～１２：００
　杖の会事務局　　 ９３３－２１６０

　
平
成
16
年
度
の
、
須
恵
町
自
然

教
育
林
基
金
へ
の
寄
付
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

　
当
該
年
度
は
、
中
村
昭
子
・
早

川
眞
吾
・
か
す
や
南
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
・
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
募
金

箱
分
・
須
恵
第
二
小
学
校
４
年
生

一
同
・
久
我
記
念
美
術
館
内
募
金

箱
分
・
川
上
正
俊
・
須
恵
第
二
小

学
校
４
年
３
組
一
同
・
第
10
回
須

恵
美
術
ク
ラ
ブ
・
図
書
館
第
二
小
ブ
ッ

ク
リ
サ
イ
ク
ル
分
・
図
書
館
第
三

小
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
分
・
つ
つ

じ
ま
つ
り
自
然
教
育
林
募
金
箱
分
・

小
山
田
熊
敏
・
17
年
成
人
者
一
同

か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
敬

称
略
・
順
不
同
）
。
合
計
額
は
、

33
万
２
８
８
９
円
で
し
た
。

　
こ
れ
で
累
計
額
は
１
９
０
９
万

６
８
８
９
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
自
然
教
育
林
推
進
協
議
会
で
は
、

樹
木
の
名
札
な
ど
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

久
我
記
念
美
術
館

須
恵
町
自
然
教
育
林
基
金
の
お
礼

　
町
に
お
い
て
も
、
商
工
会
主
催

の
商
工
つ
つ
じ
ま
つ
り
I
N
　

S
U
E
や
祭
Ｓ
Ｕ
Ｅ
な
ど
で
、
須

恵
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
社
会
実
験
延

長
の
お
知
ら
せ
の
チ
ラ
シ
を
配
布

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
住

民
み
な
さ
ん
の
関
心
の
高
さ
に
大

変
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
須
恵
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
の
恒
久
的
な
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
設
置
の
た
め
、
ご
利
用
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
９
月
17
日
（
土
）
ま
で
社
会
実

験
の
延
長
が
決
定
し
た
、
須
恵
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
利
用
交
通
量
は
、
３

か
月
で
約
２
倍
に
増
加
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
増
加
率
が
高
い
理
由
と
し
て
は
、

リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
こ
と
。

Ｅ
Ｔ
Ｃ
が
普
及
し
て
き
た
こ
と
。

広
報
活
動
が
功
を
奏
し
た
こ
と
。

　　
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

つ
つ
じ
が
満
開
で
し
た

つ
つ
じ
が
満
開
で
し
た

　
商
工
つ
つ
じ
ま
つ
り
Ｉ
Ｎ 

Ｓ
Ｕ

Ｅ
（
須
恵
町
商
工
会
主
催
）
が
、

４
月
29
日
（
金
）
に
皿
山
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
午
前
10
時
か
ら
開
会

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

好
天
と
花
の
開
花
に
恵
ま
れ
た
つ

つ
じ
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。
イ

ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
か
き
氷
や
飲

み
物
な
ど
の
飲
食
バ
ザ
ー
や
、
ガ
レ
ー

ジ
セ
ー
ル
が
出
店
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
会
場
に
設
置
さ
れ
た

ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
太
鼓
や
ダ
ン
ス
、

抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
た
く
さ

ん
の
家
族
づ
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
公
園
内
一
帯
に
は
約
３

万
本
の
つ
つ
じ
の
花
が
咲
き
誇
り
、

訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　
福
岡
県
立
須
恵
高
等
学
校
（
藤

井
哲
男
校
長
）
の
生
徒
が
、
５
月

７
日
（
土
）
に
「
地
域
清
掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
自
分
た
ち
が
使
う
通

学
路
は
自
分
た
ち
で
き
れ
い
に
し

よ
う
と
、
学
校
教
育
活
動
の
一
環

と
し
て
今
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
で
す
。
活
動
は
、
同
校

や
第
三
小
学
校
、
西
幼
稚
園
の
間

を
通
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
な

ど
の
ご
み
拾
い
を
年
間
10
回
、
生

徒
た
ち
が
交
代
で
行
う
も
の
で
す
。

今
回
は
、
第
１
回
目
の
活
動
で
、

全
校
生
徒
の
約
１
割
に
あ
た
る
約

１
０
０
人
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
学
年
ご
と
に
分

か
れ
て
ご
み
袋
を
片
手
に
持
ち
、

道
路
脇
や
植
え
込
み
の
中
の
空
き

缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
、
分

別
し
な
が
ら
拾
い
集
め
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
「
き
つ
か
っ

た
」「
け
っ
こ
う
ご
み
が
あ
っ
た
」

な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

須
恵
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
社
会
実
験

利
用
交
通
量
は
実
験
開
始
後

　
　
　
　
３
か
月
で
約
２
倍
に
増
加

▲左から吉松館長、高野さん、福永さん

須恵PAスマートICの利用交通量の変動
700

600

500

400

300

200

100

0
実験開始後 1か月後 2か月後 3か月後

299
360

471

628

交
通
量(

台)

杖の会たより杖の会たより
つえ

1213

は
や



　
第
27
回
ラ
イ
オ
ン
ズ
旗
争
奪
少

年
剣
道
大
会
（
花
鶴
福
岡
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
他
主
催
）
が
、
４
月
29

日
（
金
）
に
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
で
、
小
学
生
団
体
戦
で

優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
生
個

人
戦
で
伊
東
聖
竜
く
ん
が
優
勝
を
お

さ
め
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
、
小
学

生
個
人
戦
で
諸
石
浩
明
く
ん
が
準
優

勝
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
粕
屋
地
区
と
宗
像
地
区

な
ど
か
ら
１
０
０
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
優
勝
チ
ー
ム
選
手
（
敬
称
略
）

　
先
鋒
　
黒
川
　
皓
平
（
小
２
）

　
次
鋒
　
日
高
　
榛
花
（
小
３
）

　
中
堅
　
百
田
　
尚
眞
（
小
３
）

　
副
将
　
伊
東
　
聖
弘
（
小
６
）

　
大
将
　
諸
石
　
浩
明
（
小
６
）

　
伊
野
天
照
皇
大
神
宮
奉
納
剣
道
大

会
（
久
山
町
猪
野
武
道
会
主
催
）
が
、

４
月
24
日
（
日
）
に
久
山
町
猪
野

公
園
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
で
、
小
学
生
団
体
戦
で

優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
生
団

体
戦
で
は
３
位
に
入
賞
す
る
好
成
績

を
お
さ
め
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
粕
屋
地
区
と
福
岡
市
東

区
な
ど
か
ら
１
２
０
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
優
勝
チ
ー
ム
選
手
（
敬
称
略
）

　
先
鋒
　
百
田
　
尚
生
（
小
５
）

　
次
鋒
　
小
林
　
大
輝
（
小
６
）

　
中
堅
　
伊
東
　
聖
弘
（
小
６
）

　
副
将
　
大
塚
　
章
雅
（
小
６
）

　
大
将
　
諸
石
　
浩
明
（
小
６
）

　
志
免
心
正
会
創
立
50
周
年
記
念

少
年
剣
道
大
会
（
志
免
心
正
会
主
催
）

が
、
４
月
17
日
（
日
）
に
志
免
町

民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
で
、
団
体
戦
の
小
学
生

男
子
の
部
と
中
学
生
女
子
の
部
で
優

勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
生
男
子

の
部
で
も
３
位
に
入
賞
す
る
好
成
績

を
お
さ
め
ま
し
た

　
大
会
は
、
粕
屋
地
区
と
福
岡
市
な

ど
か
ら
１
１
８
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
男
子
の
部

で
大
将
を
務
め
た
、
諸
石
浩
明
く
ん

は
「
６
年
生
に
な
っ
て
、
初
め
て
の

試
合
で
優
勝
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

次
の
試
合
も
優
勝
で
き
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
ま
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

▼
優
勝
チ
ー
ム
選
手
（
敬
称
略
）

・
小
学
生
男
子
の
部
　

　
先
鋒
　
百
田
　
尚
生
（
小
５
）

　
次
鋒
　
小
林
　
大
輝
（
小
６
）

　
中
堅
　
伊
東
　
聖
弘
（
小
６
）

　
副
将
　
大
塚
　
章
雅
（
小
６
）

　
大
将
　
諸
石
　
浩
明
（
小
６
）

・
中
学
生
女
子
の
部

　
先
鋒
　
東
　
　
桃
子
（
中
２
）

　
中
堅
　
長
澤
　
恵
美
（
中
２
）

　
大
将
　
藤
野
　
志
保
（
中
３
）

　
第
９
回
宮
本
武
蔵
顕
彰
全
国
小
中

学
生
剣
道
大
会
（
宮
本
武
蔵
顕
彰
全

国
小
中
学
生
剣
道
大
会
事
務
局
主
催
）

が
、
４
月
23
日
（
土
）
に
熊
本
市

立
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
で
、
団
体
戦
の
小
学
生

低
学
年
の
部
で
入
賞
し
、
優
秀
賞
を

受
賞
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
全
国
か
ら
４
０
０
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
入
賞
チ
ー
ム
選
手
（
敬
称
略
）

　
先
鋒
　
小
林
　
祐
輝
（
小
３
）

　
次
鋒
　
長
澤
　
　
寛
（
小
３
）

　
中
堅
　
日
高
　
榛
花
（
小
３
）

　
副
将
　
長
澤
　
苑
香
（
小
３
）

　
大
将
　
百
田
　
尚
眞
（
小
３
）

須
恵
剣
友
会
５
大
会
で
大
活
躍
！

須
恵
剣
友
会
５
大
会
で
大
活
躍
！

須
恵
剣
友
会
５
大
会
で
大
活
躍
！

志
免
心
正
会
創
立
50
周
年
記
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
年
剣
道
大
会

宮
本
武
蔵
顕
彰
全
国
小
中
学
生
剣
道
大
会

筑
前
旗
争
奪
少
年
少
女
剣
道
大
会

須
恵
Ｂ
ｅ
ａ
ｔ
女
子
Ｖ
３

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ

              
              

全
員
野
球
で
Ｖ
３

全
員
野
球
で
Ｖ
３

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ

              

全
員
野
球
で
Ｖ
３

伊
野
天
照
皇
大
神
宮
奉
納
剣
道
大
会

ラ
イ
オ
ン
ズ
旗
争
奪
少
年
剣
道
大
会

　
第
３
回
玉
名
（
い
ち
ご
）
カ
ッ
プ

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、

４
月
29
日
（
金
）
と
30
日
（
土
）

に
熊
本
県
玉
名
市
総
合
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
、
須
恵
Ｂ
ｅ
ａ
ｔ
女

子
（
田
中
修
博
監
督
）
が
出
場
し
て

熱
戦
を
制
し
て
、
見
事
優
勝
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。
同
チ
ー
ム
は
、
今
年

に
入
っ
て
こ
れ
が
３
度
目
の
優
勝
と

な
り
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
熊
本
県
や
福
岡
県
、
佐

賀
県
な
ど
か
ら
強
豪
チ
ー
ム
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
副

賞
と
し
て
、
い
ち
ご
24
パ
ッ
ク
と

な
で
し
こ
の
花
の
植
木
鉢
が
贈
ら
れ
、

選
手
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
た
、
原
美
徳

さ
ん
は
「
こ
の
大
会
で
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
う
ま

く
い
っ
た
こ
と
、
で
き
な
か
っ
た
こ

と
の
原
因
を
考
え
な
が
ら
練
習
し
て
、

次
の
大
会
で
も
が
ん
ば
り
た
い
で
す
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
第
14
回
ゼ
ッ
ト
旗
争
奪
日
本
少

年
野
球
福
岡
大
会
（
日
本
少
年
野
球

連
盟
福
岡
県
南
・
北
支
部
主
催
）
が
、

５
月
３
日
（
火
）
か
ら
５
日
（
木
）

ま
で
田
川
市
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
、
須
恵
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー

ズ
（
稲
岡
忠
監
督
）
が
出
場
し
て
見

事
優
勝
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
春
季
全
国
大
会
に
出
場

し
た
７
チ
ー
ム
を
含
む
、
関
西
や
四

国
、
九
州
地
区
な
ど
か
ら
選
抜
さ
れ

た
、
54
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
同
チ
ー
ム
は
、
今
回
の
優
勝
で
今

季
３
本
目
の
優
勝
旗
を
手
に
し
ま
し

た
。
稲
岡
監
督
は
「
最
後
は
、
選
手

た
ち
に
「
決
勝
ま
で
来
た
ん
だ
か
ら

楽
し
ん
で
い
け
」
と
だ
け
伝
え
ま
し

た
。
３
日
間
で
６
試
合
と
い
う
厳
し

い
日
程
の
中
、
先
制
さ
れ
て
も
あ
き

ら
め
ず
、
最
後
ま
で
全
員
野
球
で
頑

張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
第
21
回
筑
前
旗
争
奪
少
年
少
女

剣
道
大
会
（
福
岡
十
生
館
ほ
か
主
催
）

が
、
４
月
30
日
（
土
）
に
北
九
州

　市
立
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
大
会
で
、
団
体
戦
の
小
学
生

低
学
年
の
部
で
３
位
に
入
賞
す
る
好

成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
福
岡
県
内
や
他
県
か
ら

４
２
０
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

▼
入
賞
チ
ー
ム
選
手
（
敬
称
略
）

　
先
鋒
　
小
林
　
祐
輝
（
小
３
）

　
次
鋒
　
長
澤
　
　
寛
（
小
３
）

　
中
堅
　
日
高
　
榛
花
（
小
３
）

　
副
将
　
長
澤
　
苑
香
（
小
３
）

　
大
将
　
百
田
　
尚
眞
（
小
３
）

第25回
町民卓球大会参加者募集

 初心者から熟練者まで、お気

軽にご参加ください。

●日時　６月１９日（日）

　８：３０～受付　９：００～開会

●場所　町立卓球場

●種目　初級の部・一般の部・ベテランの  

　　　　部

●参加費　１人１００円（ラケット、シュー

　　　　　ズは各自持参）

●申込み・問合せ先　須恵町体育協会

　 ９３４－００３０
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□ 架空請求詐欺で多い名目

●
国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
す
べ
て
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
調
査
員
が
み
な
さ
ん
の
お
宅
へ
、

調
査
票
の
配
布
・
受
け
取
り
に
う

か
が
い
ま
す
。

●
国
勢
調
査
は
未
来
の
羅
針
盤
と
し
て
、

私
た
ち
の
生
活
に
い
か
さ
れ
ま
す
。

●
国
勢
調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る
調

査
関
係
者
に
は
、
守
秘
義
務
が
あ
り
、

調
査
内
容
の
秘
密
は
保
護
さ
れ
ま
す
。

安全安心まちづくり粕屋地区
セ フ テ ィ タ ウ ン 須 恵

架空請求詐欺にご注意！架空請求詐欺にご注意！

申込み・問合せ先
須恵町
社会福祉協議会
 933-2160

須恵町須恵町
ボランティアセンター1階　（定員30人　自己負担　1回300円）

毎週 水・金 曜日の朝（10:00～12:00）は 65歳以上

　利用してもいない、有料電話情報などの請求

書を送りつけ、現金を振り込ませる架空請求詐

欺が後を絶ちません。

　最近では、書面に振込先の銀行口座を記載せ

ず、連絡先（携帯電話の場合が多い）のみを記

して、相手から連絡を受けた際に口座を指定し

て振り込ませる方法が目立っています。

　そのほか、携帯電話に届いたメールに記載さ

れたアドレスをクリックしただけで、高額な入

会金を請求する事案もみられるなど、手口は巧

妙になっています。

　
我
が
国
で
は
、
毎
年
６
月
か
ら

７
月
に
か
け
て
梅
雨
前
線
が
活
動

し
、
ま
た
、
台
風
の
接
近
・
上
陸

に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
す
。

　
昨
年
は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、

記
録
的
な
集
中
豪
雨
や
こ
れ
ま
で

の
記
録
と
な
る
10
個
（
過
去
最
多

は
６
個
）
の
台
風
上
陸
な
ど
に
よ
っ

て
、
死
者
が
２
０
０
人
を
超
え
る

な
ど
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
地
形
な
ど
の
特

性
に
応
じ
て
様
々
な
災
害
が
発
生

し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
、
自
分
た
ち
が

住
ん
で
い
る
地
域
は
、
が
け
崩
れ
、

河
川
の
氾
濫
な
ど
の
災
害
が
発
生

す
る
お
そ
れ
は
な
い
の
か
、
日
頃

か
ら
注
意
を
払
っ
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
台
風
や
大
雨
な
ど
の
自
然
災
害

は
、
私
た
ち
の
手
で
抑
え
る
こ
と

は
で
き
な
く
て
も
、
被
害
は
正
し

い
知
識
と
事
前
の
備
え
に
よ
っ
て

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
、
今

一
度
、
身
の
回
り
を
見
つ
め
直
し

て
見
ま
し
ょ
う
。

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
流
さ
れ

る
気
象
注
意
報
や
警
報
、
町
の

防
災
行
政
無
線
、
消
防
署
、
消

防
団
の
広
報
な
ど
に
十
分
注
意

す
る
。

　
指
定
さ
れ
た
一
時
避
難
場
所

の
位
置
や
そ
こ
ま
で
の
道
筋
を

確
認
し
て
お
く
。

　
避
難
の
勧
告
や
指
示
が
出
さ

れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
従
い
、

地
域
の
人
た
ち
と
協
力
し
あ
っ

て
避
難
す
る
（
危
険
で
あ
る
と

判
断
し
た
な
ら
、
自
主
的
に
避

難
す
る
）。

　
日
頃
か
ら
、
避
難
す
る
と
き

の
た
め
に
携
行
品
（
懐
中
電
灯
、

ラ
ジ
オ
、
非
常
食
な
ど
）
や
家

族
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
名
票
（
住
所
・

氏
名
・
血
液
型
な
ど
）
な
ど
を

準
備
し
て
お
く
。

　
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担

や
避
難
先
で
落
ち
合
う
場
所
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
“
家
族

防
災
会
議
”
を
開
く
。

　
特
に
お
年
寄
り
、
子
ど
も
、

病
人
、
体
の
不
自
由
な
人
な
ど

に
は
、
家
族
の
人
ば
か
り
で
な

く
、
近
所
の
人
も
気
配
り
を
し

て
、
早
め
に
避
難
す
る
よ
う
心

が
け
る
。

　
排
水
路
が
詰
ま
っ
て
あ
ふ
れ

な
い
よ
う
に
普
段
か
ら
清
掃
を

心
が
け
る
。

台
風
が
近
づ
い
て
い
る
と
き
や

梅
雨
の
時
期
に
は
、

次
の
点
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
!!

台
風
が
近
づ
い
て
い
る
と
き
や

梅
雨
の
時
期
に
は
、

次
の
点
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
!!

平
成
17
年
度
全
国
防
火
標
語

今
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
す

10
月
１
日
に
実
施
さ
れ
ま
す

有料サイト利用料名目　　　５１．９％

借金返済、債権回収名目　　３８．５％

調査結果処分料請求名目　　　１．０％

その他　　　　　　　　　　　８．６％

１　記載された連絡先に不用意に連絡しない。

　　電話番号や勤務先など、個人情報は絶対に知ら

せない。

２　知らないうちにあなたの携帯電話に

　　「○月○日まで料金を支払わないと……」と

　　着信があった場合

　　・あわてて、そのメールを開かない！

　　・開くと、あなたの電話番号が相手に登録され、

管理されてしまいます。

　　・覚えのない電話番号やサイト系のメール

　　　などは無視してください。

★ 被害に遭わない為に ★

●問合せ先　粕屋警察署・粕屋地区防犯協会

　 ９３９－０１１０（内線２６１・２６２）

※ 特に03から始まる番号は注意!!

風
水
害
へ
の
備
え
は
十
分
で
す
か
？

17 16



「飢餓海峡　上・下」
水上　勉　著　　
河出書房新社

「サジュエと魔法の本　上・下」
伊藤　英彦　著

文芸社

「絵本　ジャンヌ・ダルク伝」
ジョゼフィーン・プール文
アンジェラ・バレット絵
あすなろ書房

「だっこ だっこ ねえ だっこ」
 長　新太　作

 ポプラ社

　すべてを手にした者が世界
を制する四冊の魔法の本。そ
の一冊である赤い本を見つけ
たことから、十二歳の少年・サジュ
エは運命の渦にまきこまれてい
く。

　ある夏の日、ジャンヌはふし
ぎな「天の声」を聞いた。それ
が彼女の数奇な運命のはじま
りだった。信じる道からひるま
ず歩み、フランスの危機を救っ
た一人の少女の物語。

　ぶうぶう、ぶうぶう、ねえだっこ。
わんわん、わんわん、ねえだっこ。
ねこのあかちゃんも、いぬのあ
かちゃんも、みんな「だっこ」が
だいすき。ゆったりとしてあた
たかいユーモラスな赤ちゃん
絵本。

７
月

月日 水火 金 土木

4 

11 

18 

25

5 

12 

19 

26

3 

10 

17 

  

6 

13 

20 

27

  

7 

14 

☆21 

28

1 

8 

15 

22 

29

2 

☆9 

☆16 

☆23 

30

６
月

月日 水火 金 土木

15 

22

29

☆16 

23

30

17 

24

14 

21 

28

☆18 

☆25

12

19 

26

13 

20 

27

図
書
館

　
　
カ
レ
ン
ダ
ー

　飢餓と混乱の敗戦直後、災
害と犯罪を結びつけた問題作。
雄大なスケールの人間ドラマ。
晩年の著者が病苦をおし、パソ
コンに向かいながら、一字一句、
全ページにわたって書き直し
た改訂決定版。

           31
24

次
回
申
し
込
み
要
領

●対象者　平成16年8月生まれの赤ちゃん
●必要なもの　赤ちゃんの写真（ふりがな付きの氏名、生年
月日を裏書）、保護者のメッセージ（70字以内、居住区、
保護者の氏名、第何子を明記）
※ここで掲載された写真や氏名などは、須恵町ホームページの中の「広
報すえまち」で公開されますので、その旨了解の上申し込みください。
なお、写真は返却しません。
●締切日　6月30日（先着10人まで）
●問合せ先　役場企画課　 932-1151

宮    怜緒菜ちゃん
（Ｈ16．6．5生まれ）

れ　お　な

「れおたん、お誕生日おめでとう こ
の１年、あなたの笑顔はパパとママを
幸せにしてくれました。ありがとう！
これからの成長も楽しみにしています」

須恵区（正二･節子　第２子）

メッセージメッセージメッセージ

辻村　優斗 ちゃん
（Ｈ１６．６．２２生まれ）

「優斗くん、お誕生日おめでとう。
一年前、私達は、優斗と共に幸せを
さずかりました。これからも家族で
幸せでいようね」
南米里区（広喜･真理子　第１子）

メッセージメッセージメッセージ

藤川　太亮 ちゃん
（Ｈ１６．６．１３生まれ）

たいすけ

「お誕生日おめでとう！パパと車で遊
ぶのが大好きな太亮君。活発に動き、日々
の成長を楽しませてくれますね。これ
からも、のびのび元気に育って下さいね」

旅石区（善郎･志保　第１子）

メッセージメッセージメッセージ

水田　愛唯花 ちゃん
（Ｈ１６．６．２３生まれ）

「愛唯花の笑顔は幸せな気持ちにしてく
れます。この先も、笑顔をたやさず誰か
らも愛される優しい子になってね！私達
の所に生まれてきてくれてありがとう 」

城山区（智裕･まや　第１子）

メッセージメッセージメッセージ

濱岡　大和 ちゃん
（Ｈ１６．６．２８生まれ）

やまと

「初めてのお誕生日おめでとう！！
いつも元気いっぱいニコニコの大和
くん。沢山遊んで、ご飯を沢山食べ
てパパより大きくなってね」
乙植木区（健作･あかね　第１子）

メッセージメッセージメッセージ

今林　雅斗 ちゃん
（Ｈ１６．６．２６生まれ）

まさと

「雅斗君、お誕生日おめでとう 一人
歩きもマスターできたね。ママは毎日、
雅斗君が成長してるのが楽しみ！元気
いっぱいに大きくなろーね 」

上須恵区（信一･望　第１子）

メッセージメッセージメッセージ

荒木　   祭 ちゃん
（Ｈ１６．６．８生まれ）

「１歳のお誕生日おめでとう。パパ
もママも勘太も颯次郎も、祭のこと
が大好きです。優しくて、かわいい
女の子に育って下さい」
新原区（潤一郎･春奈　第３子）

メッセージメッセージメッセージ

まつり

蔵座　透真 ちゃん
（Ｈ１６．６．６生まれ）

とうま

「透真くん、おたん生日おめでとう！お
姉ちゃんとお兄ちゃんにきたわれて、た
くましい男の子になってね。そのステキ
な笑顔、みんな大好きだよ」

上須恵区（武･泰子　第３子）

メッセージメッセージメッセージ

歯っぴ～！！
 なつまつり

あ　ゆ　かゆうと

図
書
館
だ
よ
り
町 立
図 書 館

932
・

6364

ほ　ん　の　紹　介ほ　ん　の　紹　介ほ　ん　の　紹　介

16年度の貸出冊数は11万4326冊

図書館の利用状況

ヤングアダルト

赤ちゃん絵本

一 般 書

児 童 書

☆あかちゃんおはなし会
　（各日とも１０：３０～）
 ６月１６日（木）・７月２１日（木）

夏休み期間【７/２１日（木）～
８/２８(日）】は、月曜日も
開館します。

☆おはなし会
　（各日とも１４：００～）
 ６月１８日（土）・７月９日（土）・１６日（土）

☆工作教室
　（各日とも１４：００～）
 ６月２５日（土）・７月２３日（土）

毎
月
最
後
の
木
曜
日
は
蔵
書

点
検
の
た
め
休
館
い
た
し
ま
す

区　　　　分

開館日数

年間入館者数

1日平均入館者数

町内登録者数

町内登録率

貸出冊数

1日平均貸出冊数

人口1人当たり貸出冊数

1人当たり蔵書冊数

ビデオ年間利用者数

平成16年度

291日

42,988人

147.7人

5,593人

21.8％

114,326冊

392.8冊

4.4冊

2.2冊

5,960人

○平成17年3月末現在

人口　　　　25,655人

世帯数　　　8,931戸

○蔵書管理

・一般書　　45,455冊

・児童書　　11,382冊

 　合計　　56,837冊

・雑誌　　　78誌

・新聞　　　  7紙

・ビデオ　　560本

蔵書管理状況

　町立図書館（あおば会館1階）の16年度利用状
況がまとまりました。
 蔵書数は3月末現在で5万6，837冊（一般書4
万5，455冊、児童書1万1，382冊）になり、前年度
より2，536冊増えています。16年度の開館日数は
291日、入館者数は4万2，988人で1日平均147．
7人に利用されました。
 図書館利用者カードを作っている町内の人は5，
593人で町人口の21.8％にあたります。図書の貸
出冊数は11万4，326冊（対前年比5．1％増）1日
平均では392．8冊（対前年比5．3％増）が貸し出
されており、人口比で見ると1人あたり4．4冊貸し
出されたことになります。
 図書館はこうした図書のほか、雑誌を78誌（17
年度から80誌）、新聞を７紙、ビデオソフトを560
本備えています。
 利用にあたっての手続きの仕方やサービス内
容など詳しくは別添パンフレットを見てください。

【とき】6月19日（日）
 　　10：00～12：30
【会場】ボランティアセンター
 　　　　　（アザレアホール前）
【内容】歯科診察
 　　ブラッシングコーナー
 　　親子あそび　おはなし会
　　　手づくりクッキーコーナー
　　　布絵本コーナー　　など
 親子で楽しめるイベントです！！
【問合せ先】 役場保健環境課
 　 932-1151　（内線153・154）

1819
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国家公務員Ⅲ種
●受験資格　昭和５９年４月２

　日(税務区分は同６０年４月

　２日)～同６３年４月１日生

　まれの人

●受付期間　６月21日 (火 )～

　6月28日（火）

●第一次試験　９月４日(日 )

●問合せ先　

　人事院九州事務局

431－7733

皇宮護衛官
●受験資格　昭和 57 年 4月 2

　日～同 63年 4月 1日生まれ

　の人

●申込用紙配布　6月15日(水)

　～

●受付期間　7月19日 (火 )～

　8月2日 (火 )

●第一次試験　9月25日 (日 )

●申込み・問合せ先

　人事院九州事務局

　 －7733

航空管制官
●受験資格　①昭和 51年 4月

　2日～同 59年 4月 1日生ま

　れの人 ②昭和59年4月2日

　以降生まれで (ア )大学卒の

　人および平成 18年 3月まで

　に大学卒見の人並びに人事院

　がこれらの人と同等の資格が

　あると認める人　(イ )短大ま

　たは高専卒の人および平成18

　年3月までに短大または高専

　卒見の人並びに人事院がこれ

　らの人と同等の資格があると

　認める人

●申込用紙配布　6月15日(水)

　～

●受付期間　7月19日 (火 )～

　8月2日 (火 )

●第一次試験　9月25日 (日 )

●申込み・問合せ先

　人事院九州事務局

431-7733

海上保安学校学生
●試験区分　・船舶運航システ 

　ム課程・航空課程・情報シス

　テム課程・海洋科学課程

●受験資格　昭和 57 年 4月 2

　日以降生まれで　①高校卒お

　よび平成 18年 3月までに高

　校卒見の人　②中等教育学校

　卒および平成１８年3月まで

　に中等教育学校卒見の人　③

　高専の第3学年の課程終了お

　よび平成 18年 3月までに高

　専の第３学年の課程修了見込

　みの人　④大学入学資格検定

　に合格した人など人事院が①、

　②と同等の資格があると認め

　る人

●申込用紙配布　6月15日(水) 

　～

●受付期間　7月19日 (火 )～

　8月2日 (火 )

●申込み・問合せ先　

　人事院九州事務局

　 －7733

裁判所事務官Ⅲ種
●受験資格　昭和 59 年 4月 2

　日から同63年 4月 1日まで

　に生まれた人

●受付期間　7月11日 (月 )～

　7月19日 (火 )

●第一次試験　9月11日 (日 )

●資料請求・問合せ先

　福岡地方裁判所人事課

　 781－3141

ホームヘルパー２級課程養成

研修(土曜コース)受講者
●開講日　7月23日 (土 )

●会場　福岡商工会議所 ( 博多

　区博多駅前２)

●定員　7人 ( 申込み多数の場

　合は抽選)

●受講料　2万円(テキスト代含む)

　実習時の健康診断書1万円程

　度

●申込み締切　6月20日 (月 )

●申込み・問合せ先　

　役場福祉課

　 932－1151

福岡県戦没者追悼式参加者
●期日　8月15日 (月 )

●場所　県立福岡武道館

●募集人員　本町からは８人

●参加資格　先の大戦における、

　福岡県出身の戦没者および一

　般戦災死没者の配偶者、三親

　等以内の血族および一親等の

　姻族

●申込み期限　6月23日 (木 )

●申込み・問合せ先

　役場福祉課

　 932－1151

第３１回カナダフレンドシップ大使
　現地での、ホームステイや英

語研修などを通じて、国際交流

などを行います。英語研修は、

自分にあったクラスを選べます。

マリナーズ応援にも行こう。

●研修場所　カナダバンクーバー・

　アメリカシアトル

●対象者　一般・大学生・高校・

　中学生・小学校５年生以上

●日程　７月２５日(月 )～８月 

　８日 (月 )

●参加費　307,000円

●申込み・問合せ先

　カナダ友好協会福岡事務局

　 934－3553

教育相談を行なっています！
　県立古賀養護学校では、病弱

あるいは不登校でお悩みの幼児

児童生徒を対象に、教育相談を

実施しています。

　学校生活復帰を望まれる人た

ちに、微力ながら、問題解決に

向けた心の支援をいたします。

どうぞお気軽にご相談ください。

　また、電話での相談にも応じ

ていますのでご利用ください。

●問合せ先

　福岡県立古賀養護学校

　（古賀市千鳥3－4－1）

　 942－7175

夜間・休日でも児童相談所にご相談を
　児童相談所は「児童福祉法」

に基づき、都道府県や政令指定

都市などが“全ての児童が心身

共に健やかに生まれ育成される

よう、また児童がその持てる力

を最大限に発揮して成長できる

よう、児童及びその家族等を援

助すること”を目的として設置

している相談援助機関です。

　近年の児童虐待相談件数など

の増加に伴い、夜間、休日を問

わず緊急な対応を要する相談が

増加していることから、本年４

月から県内の児童相談所に、子

どもに関する専門の電話相談員

を新たに配置し、夜間・休日で

も児童に関する相談に応じてい

ます。

●相談内容　児童虐待の通告・

　相談、養護相談、非行相談、　

　育成相談など

●相談窓口・問合せ先

　中央児童相談所

　 586－0023

検察審査会にご相談を！
　交通事故や詐欺など被害にあっ

て、警察や検察庁に訴えたが検

察官がその事件を裁判にかけて

くれない。こんな不満をお持ち

の人は、検察審査会にお気軽に

ご相談ください。

　相談は無料で、秘密は固く守

られます。

●問合せ先

　福岡検察審査会事務局

　(福岡地方裁判所内)

　 781－3141

失敗しない遺言と相続セミナー
●日時　6月19日 (日 )

　15：30～17：30

●場所　須恵町ボランティアセ

　ンター

●内容　家族の絆を深め、争続

　にならないための遺言と相続を、

　わかり易く解説します。

●申込み方法　往復ハガキに住所、

　氏名、電話番号、「遺言相続

　セミナー」参加希望と記入。

●参加費　500円 (資料代)

●申込み締切　6月16日 (木 )

●申込み・問合せ先

　遺言・相続・成年後見・相談

　センター事務局（〒 830 －

　0001　久留米市小森野5－

　18－25）

　 0942－38－4717

司法書士による無料法律相談会
　福岡県司法書士会の主催によ

る相談会です。不動産、相続、

遺言、多重債務、売掛債権など、

なんでもお気軽にご相談くださ

い（予約は不要です）。

●日時　6月18日 (土 )

　10：00～15：00

●場所　志免町町民センター2階

　（志免町役場正面左隣）

●問合せ先

　山崎合同司法書士事務所

　 936－8520

試　験

募　集

お知らせ

21 20
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貸し出します！

●音訳テープ

○社協だより　「わかみず」

○広報　「すえまち」

○議会広報　「議会だより」

●点訳本

○社協だより　「わかみず」

●問合せ先　社会福祉協議会

　 ９３３－２１６０

水　道　当　番
　各家庭の水道で修理を要する故障や、水道
管の破裂、漏水などが発生した場合は、まず
元栓を締めて、下記日程の指定業者まで至急
ご連絡ください。

月　　　日 当 番 業 者 電　話

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

6月

7月

豊田設備(上須恵)

(有)今泉産業(甲植木)

中牟田製作所(上須恵)

藤木良弘設備(有)(南米里)

今泉住宅設備(甲植木)

(株)光商会(上須恵)

五水設備(上須恵)

(有)森広設備工業(須恵)

(有 )森広設備工業(須恵)

豊田設備(上須恵)

(有)今泉産業(甲植木)

中牟田製作所(上須恵)

藤木良弘設備(有)(南米里)

今泉住宅設備(甲植木)

(株)光商会(上須恵)

五水設備(上須恵)

９３３－４０３７

９３５－１３７５

９３２－１４５５

９３２－１２５４

９３５－６７２７

９３２－４８８６

９３３－５３１１

９３３－６８９０

９３３－６８９０

９３３－４０３７

９３５－１３７５

９３２－１４５５

９３２－１２５４

９３５－６７２７

９３２－４８８６

９３３－５３１１
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～

～

～
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月　日
外　科

病・医院名 電　話 病・医院名 電　話

内科・小児科・歯科

生活福祉総合相談日 ●場所 福祉センター相談室　●時間 13:00～16:00(弁護士相談のみ13:00～15:00)
●問合せ先 社会福祉協議会　 933-2160

区分

6月

7月

健康・子育て・児童相談

21日 (火 )

5日 (火 )

行政・人権・心配ごと相談

－

7日 (木 )

障害者相談

28日 (火 )

12日 (火 )

高齢者相談

15日 (水 )、22日 (水 )

６日 (水 )、13日 (水 )

弁護士相談（要予約）

16日 (木 )、23日 (木 )

14日 (木 )

休　日　当　番　医
※診療時間は９時から１７時までです。

※一部変更になることがありますので、

必ず下記で確認して下さい。

●休日当番医の問い合わせ先

福岡県医療機関情報センター

471-0099

粕屋南部消防本部

935-5111

粕屋中・南部
休日診療所

場所　粕屋郡久山町

大字久原 3168-1

652-3119

６月１９日

２６日

10日

７月　３日

仲原病院（志免）

大川外科（志免）

栄光病院（志免）

久恒病院（宇美）

621-2802

935-1600

935-0147

932-0133

日 曜 行　　　事 場　所 時　間
☆7月のカレンダー

火

月

火

水

金

10

11

12

13

15

日

日

３

5

消防団
ポンプ操法大会

３歳児健診
（平１４年６月生）

第３回
ガールズフェスタ

リハビリ教室

ＢＣＧ接種
（平17年1月13日
以降に生まれた人）

１歳６か月児健診
（平15年12月生）

夜間役場

健康広場

役場窓口

保健センター

保健センター

保健センター

須恵中体育館

ボランティアセンター

13:30～14:30
受　付

13:45～14:15
受　付

13:30～14:30
受　付

13:30～16:00

17:15～20:00

8:00～
開会式

9:00～
開会式

日 曜 行　　　事 場　所 時　間
☆6月のカレンダー

15

16

水

水

水

火

木

19

22

26

28

29

日

日

１歳６か月児健診
（平15年11月生）

高齢者医療説明会
(新規該当者のみ)

第25回
町民卓球大会

妊婦教室
（育児編）

第２３回
町民バレーボール大会

４か月児健診
（平17年２月生）

９か月児健診
（平16年９月生）

夜間役場 役場窓口

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

須恵中
体育館他

ボランティアセンター

13:30～14:30
受　付

13:30～14:30
受　付

13:30～14:30
受　付

17:15～20:00

10:00～11:00

10:30～12:30

ぴよぴよサロン

ボランティアセンター 10:00～12:30歯っぴ～!!なつまつり

町立卓球場 9:00～開会式

8:30～
開会式

10:00～

学校教育課 内線２４５番住民課 内線１１１番

保健環境課 内線１５３番

町の人口
平成１７年5月１日現在

（　）＝前月比

●男　性

●女　性

●合　計

●世帯数

12,646

13,068

25,714

8,970

(＋46)

(＋13)

(＋59)

(＋39)

人

人

人

戸

6
月
の
納
税

町
・
県
民
税
・
・
・
・
１
期
分

軽
自
動
車
税
・
・
・
・
全
期
分

国
民
健
康
保
険
税
・
・
１
期
分

●本人が来庁する場合に必要なもの

・登録する印鑑と運転免許証やパスポートなど（写

　真付の公的身分証明書）または、保証書（町

　内で印鑑登録をしている人自筆の保証書）

●代理人が来庁する場合に必要なもの

即日登録はできません

・登録する印鑑と委任状（申請後、本人の登録

　意思確認のため自宅に照会書を郵送します。

　到着後、本人が記入押印した回答書、登録す

　る印鑑、本人と代理人の確認のための書類（健

　康保険証など）を持参ください。）

※　本人来庁時でも、運転免許証やパスポート、

　保証書がない時は、即日登録できず代理人が

　来庁する場合と同じ取り扱いとなります。

　就学援助の制度は、経済的な理由によって就
学することが困難な児童や生徒に対して学用品
費などの援助を行い、教育の機会均等を保障し
ていくことを目的とした制度です。対象となる
人は、生活保護を必要とする程度に困窮してい
る人、またはこれに準ずる人です。なお、この
就学援助の申請は毎年行わなければなりません。

●申請受付期間　６月 13日（月）～６月 21

日（火）（土・日曜日は除く）８：30～17：

15(ただし、６月15日（水）は20：00ま
で受け付けます)
　　申請にあたっては、まず、学校教育課窓口 
　におこしください。　

　平成１８年度から中学校で使用する、教科書
の展示と閲覧を次のとおり行います。

●期間　６月１７日（金）～６月３０日（木）

　（土・日曜日は除く） ８：３０～１７：００

●会場　糟屋郡自治会館（粕屋中部消防署と併設）

　３階教科書展示室（粕屋町上大隈５５－１）

９３８－０８９５

乳児と保護者の楽しいふれあいの場です。

お気軽にご参加ください。
●日時　６月１６日（木）
　９：４０～受付 １０：００～１１：００
●場所　ボランティアセンター
●対象者　１歳以上の乳児と保護者
●その他　

　動きやすい服装でおこしください　

やくばのやくばの掲示板やくばの掲示板 代表代表932-1151932-1151代表932-1151

23 22
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